
福奪
井い

城;
跡

福
井

１
　
所
在
地
　
　
　
福
井
市
宝
永
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
１
二
〇
〇

一
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
井
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
長
谷
川
健

一
。
田
中
伸
卓

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
は
本
誌
第
二

一
号

・
三
二
号
で
報
告
し
た
調
査
地
二
の
継
続
調
査
で
あ

る
。
公
共
施
設
建
設
に
伴
う
調
査
で
、　
一
九
九
七
年
に
開
始
し
、
最
終
的
に
は

二
〇
〇
二
年
六
月
に
終
了
し
た
。

場
所
は
福
井
城
跡
の
北
端
中
央

「舎
人
門
」
周
辺
に
あ
た
る
。

調
査
面
積
は
約
七
二
〇
〇
ポ
。

調
査
地
内
の
武
家
屋
敷
は
幾

度
か
の
変
遷
が
見
ら
れ
、
築
城

均

当
初
は
一
軒
で
あ
っ
た
が
後
に

福

南
北
二
軒
に
分
か
れ
る
。

木
簡
の
ほ
と
ん
ど
が
北
側
の

屋
敷
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
木
簡
の
は
西
側
の
屋
敷
境
と
な
る
水
路
跡
か
ら
、

本
簡
働
０
は
南
側
の
屋
敷
内
の
土
坑
か
ら
、
木
簡
⑫
⑬
は
築
城
期
の
屋
敷
内
の

水
路
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
七
十
八
（ゴ
ミ
穴
）

ω

　

「御
手
廻
　
川
地
源
五
右
衛
門
」
　
　
　
　
　
牌］授
∞便
い
自
騨

②
　
　
□
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μ卜『て
（じ
溢

ｏ留

∩
】
　
　
　
「
［
旧
‐ ‐
‐ ‐

日
日
‐ ‐
四
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌
〇
∞
×
Ｐ
卜
×
Ｎ
　
ｏ
伽
牌

Ｓ

一
四
十

一
（ゴ
ミ
穴
）

ω
　
　
日
日
日

日
日
□

（
］
］
卜
）
×

∞
〇
×

Ｐ
　

ｏ
∞
牌

Ｓ

一
六
―
五
（上
坑
）

⑬

　

「巻
石
不
盈
尺
孤
竹

不
成
林
雅
歳
寒
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
］⇔衆
Ｅ
益

ｏ３

⑥

　

「両
人
　
拭
風
月
妍

等
知
　
　
　
木
斎
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
］⇔睫
Φ蒙
ω
〓
∽
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Ｓ

一
六
区

⑦
　
・
「求
く
多
木

打
木
銭
■
□

回
鶴
　
□・登

〔守
力
〕

□光

　

」

。
「粛外「　　　　　　　　　　」

Ｓ
一
九
―
一
（ゴ
ミ
穴
）

〔厠
力
〕

０

　

□
□
」

Ｓ
二
０
１
】Д
ゴ
ミ
穴
）

０
　
　
コ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
翌

Ｓ
二
一
―
四
（ゴ
ミ
穴
）

⑩
・印
騨
説
宅

・

同

国

∞
↓
×

Ｐ
Ｐ
Ｏ
×
．∞
Ｐ
　

Ｏ
Φ
い

（
Ｐ
ω
Ｏ
）
支

ド
『
Ｘ
０
　
０
Ｐ
０

μ
Ｎ
Φ
Ｘ
Ｐ
］
Ｘ
い
　
Ｏ
ф
μ

ヽ
０
０
×
『
卜
×
『
　
０
ド
臣

側

　

「　
■

■
久巨

尤か
よ
ぐ

付
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∝嗚Ｘ
・Ｐ駕
×
ｏ
０９

Ｓ
ニ
ニ
ー
六
（水
路
）

⑫
　
。
御
目
待
御
祈
念
御
札
進
上
御
太
刀

一
腰
御
馬

一
疋
」

含
崇
》
ｘ
ｅ
じ
×
∝
　
ｏい０

Ｐ
］
瀾
×
【
０
駅
や
　
ｏ
Ｏ
伽

０

０
じ
×
ｏ
ｅ
×‐ｏ
い
　
ｏ際
　
　
．

夫
詭
酔
　

　

　

日
Ｈ
Ｈ
翌

（
∞
∞
卜
）
Ｘ
∝
『
業
ヽ
　
ｏ
∞
Ｈ

Ｓ
二
人
―
三
（水
路
）

〔若
ォ
〕
〔
五
　
郎
力
〕

⑬
一
　

＜
□
□
□
□
回
□

Ｓ
三

一
―
二
（ゴ
ミ
穴
）

⑭
　

「□
回
□

回
□
□
」

Ｓ
二
一―
七
（ゴ
ミ
穴
）

∞

　

四



Ｓ
二
一―
八
（、コ
ミ
穴
）

⑩
　
。
「
　
　
□

於
子
五
□
□
伝
申
」

〔以
力
〕

名

□
北

出

　
　
　
　

」

Ｓ
三
二
―
五
（ゴ
ミ
穴
）

llり

〔
大

外

云
家

堅
右
軽

力
〕

「
＜
□
□
□
口
□
口
□
□
□

l191

□
　
　
口
　
　
」

里
里
力
〕
〔一ム
カ
〕

「　
稲
是

―
八
月
六
日
□
間
二
て
為
是

口
任
同
給
□
□
□
□
前
」

〔紹
力
〕

名
口
□

紬
□
始
」

Ｌ
日

□

」

不
内
座

〔
免
私
即
節
力
〕

□
□
□
□

ｓ
一一一十
七
（西
側
屋
敷
境
水
路
）

②

　

日
Ｈ

日
回

Ｓ
七
北
―

一
（ゴ
ミ
穴
）

ｓ

伽
澄

反

Ｐ

自

Ｐ
　

　

　

　

④

　

「
唐

織

側

　

「日
□
」

拌
ｏ
い
×

（
∞
ｏ
）
×
∞
　
〇
∞
μ

］
Ｐ
μ
×

∞
ω
×

や
　

Ｏ
Ｐ
Ｐ

μ
］
Ｐ
×

卜
『
×

］
　

〇
∞
Ｐ

ぐ

じ

×

含

じ

×

『
　

ｏ
∞
Ｐ

（
］
卜
じ

×

卜
枷
×

ω
　

ｏ
∞
Ｐ

⑪
は
福
井
藩
士
の
役
職
と
氏
名
と
考
え
る
。
②
は
上
方
と
左
側
が
欠
損
し
て

お
り
、
文
字
も
左
側
が
欠
け
判
読
で
き
な
い
。
二
文
字
目
の
つ
く
り
は
右
で
あ

る
。
０
０
は
長
方
形
の
下
方
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
字
は
判
読
で
き

て
い
な
い
。
⑤
Ｏ
と
も
に
表
面
に
漢
詩
と
思
わ
れ
る
も
の
、
裏
面
に
植
物
の
絵

が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
０
は
長
方
形
で
、
右

下
を
四
角
に
切
り
欠
く
。
原
形
は
不
明
だ
が
部
材
の
一
部
か
。
⑩
は
長
方
形
を

呈
し
、
上
部
と
下
部
左
右
に
穴
を
穿
つ
。
⑪
は
上
下
が
破
損
し
て
い
る
が
、
本

来
は
円
盤
状
を
呈
し
檸
な
ど
の
蓋
か
底
で
あ
ろ
う
。
⑫
は
長
方
形
を
呈
し
、
中

央
左
右
に
穴
を
穿
つ
。
裏
面
は
文
字
が
重
な
っ
て
お
り
、
習
書
に
使
わ
れ
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
０
は
下
方
を
欠
損
す
る
が
、
上
部
左
右
に
切
れ
込
み
の
入

る
も
の
で
あ
る
。
人
名
と
考
え
る
。
⑭
は
長
方
形
の
板
で
、
両
面
に
方
形
の
切

り
込
み
を
持
つ
。
⑮
は
二
片
に
割
れ
さ
ら
に
上
下
を
欠
損
す
る
、
薄
い
板
で
あ

る
。
い
の
表
面
二
行
目
四
文
字
目
は
手
偏
の
文
字
で
あ
る
。
側
は
上
部
左
側
を

ぐ

９

×

Ｃ

じ

×

∞
　

ｏ
盟

（
翠
ヽ
「
）
×

ω
Ｏ
×

Ｏ
　

ｏ
ω
伽

］
∞
『
×

『
Φ
×

『
　

ｏ
Ｐ
μ
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欠
損
す
る
が
、
右
に
切
り
込
み
が
入
る
。
⑩
の
表
面
二
行
日
二
文
字
目
は
女
偏

の
文
字
で
あ
る
。
上
部
右
と
下
部
が
破
損
し
，
左
右
の
二
片
に
割
れ
て
い
る
。

④
は
下
部
が
破
損
し
て
い
る
。
左
右
に
比
し
中
央
部
が
盛
り
上
が
り

「
へ
」
の

字
状
を
呈
し
、
下
部
中
央
部
に
方
形
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
の
足
立
尚
計
氏
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
。

（長
谷
川
健
一
）

う
ね

だ
　
　
　
じ

ち
ゅ
う

石
川
・畝
田

。
寺

中

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
畝
田
西
三
丁
目
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年
度
調
査
　
二
〇
〇

一
年

（平
１３
）
五
月
１

一

二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
浜
崎
悟
司

・
岡
本
恭

一
生
上
原
秀
明

・
菅
野
美
香
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（官
衡
関
連
遺
跡
？
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
日
本
海
を
臨
む
犀
川

。
大
野
川
河
口
部
の
扇
状
地
上
に
立
地
す
る
、

弥
生
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
複

合
遺
跡
で
あ
る
。
畝
田

・
寺
中

遺
跡
は
畝
田
遺
跡

・
畝
田
大
徳

川
遺
跡
の
二
遺
跡
と
隣
接
し
、

調
査
で
は
三
遺
跡
を
便
宜
上

一

体
の
遺
跡
と
し
て
扱

っ
て
い
る
。

同

今
年
度
は
三
年
目
に
あ
た
る
調

金

査
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
奈




